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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

 ① 当期の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、昨年度までの回復の動きが一服し、踊り場の様相を呈しました。マイ

ナス金利導入など金融緩和の継続、原油価格の大幅下落などが下支えとなったものの、消費の低迷や中国経済の

悪化などがマイナス要因となり、足もとでは、急激な円高も先行きへの不安材料となっております。 

海外経済につきましては、米国は堅調、欧州は緩やかな回復となりましたが、中国や東南アジアなどの新興国

の経済成長は鈍化し、不安定な状況が続いております。 

こうした状況下、中国経済減速の影響が素形材事業部門における中国事業に波及し、第４四半期に減損処理に

伴う特別損失を計上いたしました。 

このような経済環境のもと、素形材事業部門で受注減となり、連結売上高は30,286百万円（前期比4.3％減）と

なりました。損益面では、生産効率化や高付加価値品の受注増など粗利率改善努力の積み上げにより、営業利益

は1,450百万円（前期比4.5％増）となりました。第４四半期に急激な為替相場変動に伴う為替差損が発生し、経

常利益は1,136百万円（前期比42.7%減）となりました。また、中国事業における特別損失を計上いたしました結

果、親会社株主に帰属する当期純損失1,119百万円（前期は利益1,146百万円）となりました。 

 ② 当期のセグメント別の業績概況 

［素形材事業］ 

 精密鋳造品は中国経済の悪影響を受けて受注が不調に終わりました。鋳鋼品は船舶関連の需要減退に伴い生産

低迷が続いております。好調であった異型鋼につきましても、下期以降受注が伸び悩みました。これらの結果、

売上高は10,653百万円（前期比12.6％減）となりました。 

［土木建築機材事業］ 

 工期の延長や入札の不調などによる工事発注の遅れが一部見られましたが、年度内に売上計上となる物件が増

えました。補修関係の需要も回復し、受注も堅調に推移しました結果、売上高は12,218百万円（前期比1.4％

増）となりました。 

［産業機械事業］ 

 油圧機器につきましては、建設機械向けシリンダーの受注減を掘削機用ジャッキの受注が補い、ゴム用射出成

型機につきましても、引き続き主力製品の販売が好調でした。これらの結果、売上高は6,936百万円（前期比

0.1％増）となりました。 

［不動産賃貸事業］ 

 不動産賃貸につきましては、売上高は478百万円（前期比0.3％増）となりました。 

 ③ 次期の見通し

今後の国内経済は、引き続き金融緩和効果や、財政政策を伴う経済対策が予想されることから、下支えされて

いくものと予想されます。一方、株価の乱高下や急激な円高の影響が徐々に出始めているなど、不透明感も拭い

きれません。 

日本経済全体として、海外需要頼みの状況に変わりはなく、世界経済の影響が大きいことも不安材料の一つで

す。特に、景気減速感のある中国の状況はいまだ落ち着きを見せず、新興国を中心に景気に薄曇りの気配が漂っ

ております。 

当社グループは、このような情勢に対して、着実に国内需要を取り込むと共に、世界の需要動向や市場状況の

変化に即応できるような営業力、技術力の強化に努めてまいります。同時に、生産効率化による収益力向上と、

品質安定化による顧客満足度向上を両立させ、更なる成長を目指します。また、今期からスタートした第２次３

ヶ年中期経営計画「川金ReBORN」に掲げる柔軟な体制づくりに取り組み、着実に成長するべく歩みを進めてまい

ります。 

次期の連結業績見通しにつきましては、売上高29,000百万円、営業利益1,600百万円、経常利益1,600百万円、

親会社株主に帰属する当期純利益850百万円を見込んでおります。 
 

注）なお、通期の見通し、業績予想につきましては、現時点において入手可能で合理的な情報に基づき判断し

たものであり、不確実性が内在しているため、実際の業績は要因の変化により見通しとは異なる場合が生

じることをご承知おき下さい。
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(2）財政状態に関する分析

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」）は、営業活動によるキャッシュ・フローの増

加により、前連結会計年度末と比較し資金の残高は2,441百万円増加し6,397百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動によるキャッシュ・フローにより獲得された資金は2.980百万円(前期比3,038百万円の増加)となりまし

た。これは主に売上債権の減少、仕入債務の増加等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動によるキャッシュ・フローにより支出された資金は1,030百万円(前期比478百万円の支出増加)となりま

した。これは主に、有形固定資産の取得による支出の増加、貸付金の回収による収入の減少等によるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動によるキャッシュ・フローにより獲得された資金は523百万円(前期比527百万円の減少)となりました。

これは主に、長期借入金の返済による支出の増加等であります。

 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 当社の利益配分につきましては、安定的かつ継続的な配当を行うことを基本方針としております。また、長期

的な事業継続を勘案し、新規事業の展開、研究開発、設備投資などに備えて、財務体質の強化を目的とした内部

留保の充実にも努めてまいります。当社の配当につきましては、期末配当に加えまして、業績に応じて中間配当

を行い、年間２回の配当を継続してまいります。 

  当期の年間配当につきましては、既に実施いたしました中間配当１株当たり３円75銭に加えまして、期末配当

を１株当たり３円75銭、年間で７円50銭の配当とさせていただきます。また、次期の配当につきましては、１株

当たり中間配当３円75銭、期末配当３円75銭の年間７円50銭を予定しております。
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２．企業集団の状況

 

 当社グループの主な事業内容と主な関係会社の事業における位置付けは、次のとおりであります。

（素形材事業）

 鋼材     ㈱川口金属加工が異形鋼の製造販売を行っております。

 鋳造品    ㈱川口金属工業、特殊メタル㈱が鋳造品の製造販売を行っております。

  精密鋳造品  ㈱林ロストワックス工業、大連（林）精密鋳造が精密鋳造品の製造販売を行っております。

（土木建築機材事業）

 橋梁機材  ㈱川金コアテック、Kawakin Core-Tech Vietnam 、㈱ノナガセが橋梁機材関連の製造販売を行ってお

ります。

 建築材料  ㈱川金テクノソリューションが建築用機材の解析設計を、㈱川金コアテック、㈱ノナガセが製造販売

を行っております。

（産業機械事業）

 射出成型機 ㈱松田製作所が射出成型機の製造販売を行っております。

 油圧機器  光陽精機㈱が油圧シリンダーの製造販売を行っております。

（不動産賃貸事業）

 ㈱川金ビジネスマネジメントが不動産について賃貸を行っております。

なお、当社は関係会社に対する経営指導、㈱川金金融が関係会社に対する資金の貸付を行っております。

※当社は、有価証券の取引等の規制に関する内閣府令第49条第２項に規定する特定上場会社等に該当しており、インサイダー取引規制の重

要事実の軽微基準については連結ベースの数値に基づいて判断しております。 

 
 

 

 

 

- 4 -

株式会社川金ホールディングス（5614）　平成28年３月期　決算短信



３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

当社グループといたしましては、激変する環境の中にあっても安定した収益を確保できうる経営基盤の強化を図

るとともに、更なる発展を目指してまいります。そのために、平成20年10月には持株会社体制に移行いたしました。

持株会社はグループ全体の最適化を目指し、常に変化する外部環境に経営が即応できるようなグループ戦略を構築い

たします。過大な設備や人的資源配置の見直し、各社間での共同研究開発等を目的としたグループ全体の体制再構築

を推進し、より強力で筋肉質なグループ体制づくりに邁進することにより、グループとしての企業価値の向上を図っ

てまいります。内部統制の観点からも持株会社がグループ各社を統括し、適切なリスク管理を行ってまいります。

 

(2）中長期的な会社の経営戦略と目標とする経営指標

１） 時代の変化に迅速に対応できる柔軟で活力ある企業体質づくりをはかる

① 新製品の開発・販売の強化、並びに、スピードアップ

② 技術力・生産力・営業力の強化

２） 収益力の強化

① 商品の適正価格販売

② トータルコスト低減

 経営戦略の中で、各社、各事業部門ごとに売上高、経常利益、並びに、経常利益率を経営数値目標として設定

し、その達成に全力を注いでおります。

 

(3）会社の対処すべき課題

 当社グループは、世界単位で激変する環境の中にあっても安定した収益を確保できうる経営基盤の強化を図るとと

もに、更なる発展を目指し、中期経営戦略を着実に実行してまいります。また、過大な設備、人的資源の見直しを目

的としたグループ全体の体制再構築を積極的に推進し、原材料の高騰など外部要因による影響を内部吸収できるよう

な筋肉質なグループ体制にしてまいります。

 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは日本基準を採用しており、国際会計基準への変更は検討しておりませんが、国際会計基準の動向につ

いては、情報収集に努めてまいります。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,086,278 6,527,938 

受取手形及び売掛金 9,222,605 8,286,754 

たな卸資産 4,990,867 5,198,231 

未収入金 524,561 298,964 

繰延税金資産 240,834 218,989 

その他 563,599 279,898 

貸倒引当金 △41,280 △21,919 

流動資産合計 19,587,466 20,788,857 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,160,481 3,541,515 

機械装置及び運搬具（純額） 4,002,459 3,304,080 

工具、器具及び備品（純額） 394,289 284,395 

土地 4,109,096 4,095,242 

建設仮勘定 73,477 54,217 

有形固定資産合計 12,739,804 11,279,450 

無形固定資産 368,775 317,348 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,712,450 2,215,344 

退職給付に係る資産 5,106 5,596 

繰延税金資産 33,159 2,343 

破産更生債権等 41,310 41,310 

その他 387,617 476,152 

貸倒引当金 △45,460 △44,790 

投資その他の資産合計 3,134,184 2,695,957 

固定資産合計 16,242,764 14,292,756 

資産合計 35,830,231 35,081,614 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,067,552 4,422,766 

短期借入金 1,100,000 600,000 

1年内返済予定の長期借入金 3,961,884 4,816,500 

リース債務 538,096 388,097 

未払法人税等 607,735 246,033 

未払消費税等 257,256 137,701 

未払費用 319,122 315,811 

繰延税金負債 1,287 1,467 

賞与引当金 278,377 274,671 

事業構造改善引当金 - 408,352 

その他 544,880 618,253 

流動負債合計 11,676,192 12,229,656 

固定負債    

長期借入金 4,213,032 4,830,532 

リース債務 738,673 765,390 

繰延税金負債 442,671 165,178 

役員退職慰労引当金 231,247 239,540 

退職給付に係る負債 352,529 351,871 

その他 790,116 718,829 

固定負債合計 6,768,270 7,071,341 

負債合計 18,444,463 19,300,997 

純資産の部    

株主資本    

資本金 500,000 500,000 

資本剰余金 688,042 689,600 

利益剰余金 12,469,619 11,201,814 

自己株式 △40,219 △40,233 

株主資本合計 13,617,443 12,351,181 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,041,289 687,667 

為替換算調整勘定 776,463 979,210 

その他の包括利益累計額合計 1,817,753 1,666,877 

非支配株主持分 1,950,571 1,762,556 

純資産合計 17,385,767 15,780,616 

負債純資産合計 35,830,231 35,081,614 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高 31,648,837 30,286,242 

売上原価 25,568,730 24,308,468 

売上総利益 6,080,106 5,977,773 

販売費及び一般管理費 4,691,452 4,527,310 

営業利益 1,388,654 1,450,463 

営業外収益    

受取利息 9,682 5,748 

受取配当金 42,907 49,559 

受取賃貸料 12,705 12,883 

為替差益 587,116 - 

助成金収入 36,559 123,873 

受取保険金 25,872 75,596 

その他 30,674 27,919 

営業外収益合計 745,518 295,581 

営業外費用    

支払利息 115,399 108,017 

為替差損 - 469,096 

その他 34,213 32,012 

営業外費用合計 149,612 609,126 

経常利益 1,984,559 1,136,918 

特別利益    

固定資産売却益 34,716 2,194 

投資有価証券売却益 0 45,859 

負ののれん発生益 34,639 - 

その他 - 3,146 

特別利益合計 69,356 51,201 

特別損失    

固定資産処分損 12,374 21,391 

投資有価証券評価損 25,200 - 

減損損失 80,850 1,336,826 

事業構造改善引当金繰入額 - 408,352 

財務調査費用 - 172,145 

設備移設費用 4,980 - 

その他 1,550 2,950 

特別損失合計 124,955 1,941,666 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△） 
1,928,961 △753,546 

法人税、住民税及び事業税 831,054 580,491 

法人税等調整額 △202,582 △25,324 

法人税等合計 628,471 555,167 

当期純利益又は当期純損失（△） 1,300,489 △1,308,714 

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に

帰属する当期純損失（△） 
154,212 △189,509 

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△） 
1,146,276 △1,119,204 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当期純利益又は当期純損失（△） 1,300,489 △1,308,714 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 310,359 △364,102 

為替換算調整勘定 199,602 219,757 

その他の包括利益合計 509,962 △144,345 

包括利益 1,810,451 △1,453,059 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 1,621,804 △1,270,080 

非支配株主に係る包括利益 188,647 △182,979 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 500,000 688,042 11,630,703 △40,218 12,778,527 

当期変動額           

剰余金の配当     △148,600   △148,600 

親会社株主に帰属する当期
純利益又は親会社株主に帰
属する当期純損失（△） 

    1,146,276   1,146,276 

自己株式の取得       △0 △0 

連結範囲の変動     △158,760   △158,760 

連結子会社株式の取得によ
る持分の増減         - 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 - - 838,916 △0 838,915 

当期末残高 500,000 688,042 12,469,619 △40,219 13,617,443 

 

           

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 為替換算調整勘定 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 736,770 536,539 1,273,309 1,813,995 15,865,833 

当期変動額           

剰余金の配当         △148,600 

親会社株主に帰属する当期
純利益又は親会社株主に帰
属する当期純損失（△） 

        1,146,276 

自己株式の取得         △0 

連結範囲の変動     - - △158,760 

連結子会社株式の取得によ
る持分の増減     - - - 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

304,518 239,924 544,443 136,575 681,018 

当期変動額合計 304,518 239,924 544,443 136,575 1,519,934 

当期末残高 1,041,289 776,463 1,817,753 1,950,571 17,385,767 

 

- 10 -

株式会社川金ホールディングス（5614）　平成28年３月期　決算短信



当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 500,000 688,042 12,469,619 △40,219 13,617,443 

当期変動額           

剰余金の配当     △148,599   △148,599 

親会社株主に帰属する当期
純利益又は親会社株主に帰
属する当期純損失（△） 

    △1,119,204   △1,119,204 

自己株式の取得       △14 △14 

連結範囲の変動         - 

連結子会社株式の取得によ
る持分の増減   1,557     1,557 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 - 1,557 △1,267,804 △14 △1,266,261 

当期末残高 500,000 689,600 11,201,814 △40,233 12,351,181 

 

           

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

為替換算調整勘定 その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 1,041,289 776,463 1,817,753 1,950,571 17,385,767 

当期変動額           

剰余金の配当         △148,599 

親会社株主に帰属する当期
純利益又は親会社株主に帰
属する当期純損失（△） 

        △1,119,204 

自己株式の取得         △14 

連結範囲の変動     - - - 

連結子会社株式の取得によ
る持分の増減         1,557 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△353,622 202,746 △150,875 △188,014 △338,890 

当期変動額合計 △353,622 202,746 △150,875 △188,014 △1,605,151 

当期末残高 687,667 979,210 1,666,877 1,762,556 15,780,616 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△） 
1,928,961 △753,546 

減価償却費 970,491 1,073,186 

負ののれん発生益 △34,639 - 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △33,342 △20,030 

賞与引当金の増減額（△は減少） 43,665 △3,705 

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） - 408,352 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △43,532 8,293 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △115,549 △658 

受取利息及び受取配当金 △52,590 △55,308 

支払利息 115,399 108,017 

投資有価証券売却損益（△は益） △0 △45,859 

投資有価証券評価損益（△は益） 25,200 - 

固定資産売却損益（△は益） △34,716 △2,194 

固定資産処分損益（△は益） 12,374 21,391 

減損損失 80,850 1,336,826 

売上債権の増減額（△は増加） △545,723 902,327 

たな卸資産の増減額（△は増加） △968,512 △250,041 

仕入債務の増減額（△は減少） △261,775 374,836 

未収入金の増減額（△は増加） △179,331 220,428 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △252,157 240,202 

その他 △61,582 412,781 

小計 593,488 3,975,299 

利息及び配当金の受取額 52,590 55,308 

利息の支払額 △116,698 △107,883 

法人税等の支払額 △586,862 △942,023 

営業活動によるキャッシュ・フロー △57,483 2,980,700 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △705,007 △1,044,085 

有形固定資産の売却による収入 67,768 22,811 

投資有価証券の取得による支出 △6,214 △15,690 

投資有価証券の売却及び償還による収入 1 88,658 

貸付金の回収による収入 212,240 42,080 

その他 △121,358 △124,634 

投資活動によるキャッシュ・フロー △552,571 △1,030,861 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 △500,000 

長期借入れによる収入 5,400,000 5,900,000 

長期借入金の返済による支出 △3,804,092 △4,427,884 

配当金の支払額 △148,281 △148,397 

非支配株主への配当金の支払額 △4,024 △3,115 

セール・アンド・リースバックによる収入 56,074 61,494 

リース債務の返済による支出 △248,920 △358,533 

その他 △0 △376 

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,050,755 523,186 

現金及び現金同等物に係る換算差額 86,114 △31,386 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 526,814 2,441,639 

現金及び現金同等物の期首残高 3,380,017 3,955,561 

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少） 
48,728 - 

現金及び現金同等物の期末残高 3,955,561 6,397,200 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を当連結会計年度から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差

額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更し

ております。また、当連結会計年度の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得

原価の配分額の見直しを企業結合日の属する連結会計年度の連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加

えて、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示

の変更を反映させるため、前連結会計年度については、連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4）、連結会計基準第44－５項(4）及び事業

分離等会計基準第57－４項(4）に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度の期首時点から将来にわたっ

て適用しております。

 この結果、当連結会計年度の税金等調整前当期純損失はそれぞれ170,587千円増加しております。また、当連結会

計年度末の資本剰余金が1,557千円増加しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは持株会社体制を採用しており、各連結子会社が事業活動を行っております。 

 当社グループは、各連結子会社が行う事業活動を基礎として製品別のセグメントから構成されており「素形材事

業」「土木建築機材事業」「産業機械事業」「不動産賃貸事業」の４報告セグメントとしております。 

 「素形材事業」は金属製品、「土木建築機材事業」は土木建築関連製品、「産業機械事業」は設備関連製品を製造

販売し、「不動産賃貸事業」は不動産賃貸関連事業を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間取引の価格につきましては、第三者間取引価格と同額であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日） 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

連結財務諸表 

計上額   素 形 材 土木建築機材 産 業 機 械 不動産賃貸 計 

売上高              

外部顧客への売上高 12,185,457 12,055,261 6,931,086 477,031 31,648,837 - 31,648,837 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
515,111 - 592,118 77,805 1,185,035 △1,185,035 - 

計 12,700,568 12,055,261 7,523,204 554,837 32,833,872 △1,185,035 31,648,837 

セグメント利益又は損

失（△） 
△70,071 701,892 870,541 361,016 1,863,379 △474,725 1,388,654 

セグメント資産 18,733,232 12,380,797 6,923,332 4,410,511 42,447,873 △6,617,642 35,830,231 

セグメント負債 10,831,579 7,972,847 1,891,494 2,777,725 23,473,645 △5,029,182 18,444,463 

その他の項目              

減価償却費 529,475 129,990 202,864 96,140 958,471 12,020 970,491 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
436,232 121,533 391,035 9,897 958,699 25,891 984,591 
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当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

連結財務諸表 

計上額   素 形 材 土木建築機材 産 業 機 械 不動産賃貸 計 

売上高              

外部顧客への売上高 10,653,454 12,218,159 6,936,314 478,313 30,286,242 - 30,286,242 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
689,668 199 346,105 77,806 1,113,779 △1,113,779 - 

計 11,343,122 12,218,359 7,282,420 556,119 31,400,022 △1,113,779 30,286,242 

セグメント利益又は損

失（△） 
△124,309 1,040,613 676,575 371,615 1,964,494 △514,031 1,450,463 

セグメント資産 15,005,110 13,526,211 7,320,654 3,862,369 39,714,347 △4,632,733 35,081,614 

セグメント負債 9,469,685 8,781,158 1,760,706 2,532,672 22,544,222 △3,243,224 19,300,997 

その他の項目              

減価償却費 584,297 131,434 246,891 93,516 1,056,139 17,047 1,073,186 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
406,317 86,860 506,985 102,965 1,103,128 7,500 1,110,628 

 

（注）報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

下記の表内の金額単位は千円であります。

利益又は損失 前連結会計年度 当連結会計年度 

セグメント間取引消去・連結消去 90,547 106,016 

全社費用 △565,272 △620,047 

 
資産 前連結会計年度 当連結会計年度 

連結消去 △22,741,807 △22,105,133 

全社資産 16,124,164 17,472,399 

 
負債 前連結会計年度 当連結会計年度 

連結消去 △15,982,297 △15,329,012 

全社負債 10,953,114 12,085,787 

 

その他の項目 
全社関連 連結修正 

前連結会計年度 当連結会計年度 前連結会計年度 当連結会計年度 

減価償却費 12,020 17,047 - - 

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
25,891 7,500 - - 
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（１株当たり情報）

項目 
前連結会計年度 

（自 平成26年４月１日 
    至 平成27年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成27年４月１日 

    至 平成28年３月31日） 

１株当たり純資産額 779円03銭 707円51銭 

１株当たり当期純利益金額 

又は１株当たり当期純損失金額（△） 
57円85銭 △56円49銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 - - 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２．１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
  至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 

  至 平成28年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額 

又は１株当たり当期純損失金額（△） 
   

親会社株主に帰属する当期純利益

又は親会社株主に帰属する当期純損失金額（△）

（千円）

1,146,276 △1,119,204 

普通株主に帰属しない金額（千円） - - 

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

又は普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

損失金額（△）（千円）

1,146,276 △1,119,204 

期中平均株式数（千株） 19,813 19,813 

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。 

 

６．その他

 該当事項はありません。
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